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　６月20日（日）、吉田運動公園で「第
７回安芸高田市障がい者ふれあいスポー
ツ交流会」が開催されました。
　今回は約290名の参加となり、大玉こ
ろがしにボール運び、パン食い競争や玉
入れなど大変盛り上がりました。
　また、最後のプログラム“きよしのズ
ンドコ節”は、県民踊「甲田町民踊クラブ」
の方の指導のもとみんなで踊り、楽しい
１日を過ごしました。� （地域福祉課）

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています。

安芸高田市社会福祉協議会
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基
本
方
針

　

少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に

伴
う
人
口
構
造
の
変
化
や
人
間
関
係

の
希
薄
化
等
を
背
景
に
「
地
域
社
会

の
崩
壊
」
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
孤

独
死
や
自
殺
の
急
増
、
国
民
生
活
に

お
け
る
格
差
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
こ
う
し
た
解
決
に
緊
急
を

要
す
る
課
題
が
顕
著
化
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、福
祉
委
員
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
福
祉
関
係
者
、
企
業
等
の
理
解
・

参
画
・
協
働
の
も
と
、
安
芸
高
田
市

行
政
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
、〈
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
〉、〈
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
〉、〈
福
祉
の
開
拓

者
と
し
て
〉
の
３
項
目
を
実
現
す
る

た
め
、「
と
も
に
支
え
合
い
、
心
豊

か
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、「
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
誰
も
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
地
域
福

祉
・
在
宅
福
祉
に
取
り
組
む
た
め
、

以
下
の
事
業
を
重
点
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
に
お
い
て
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
福
祉
課

題
を
受
け
と
め
、
共
有
化
し
、
地
域
の
中
で
相
互
に
助
け
合
い
、

支
え
合
う
事
業
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
国
の
安
心
生
活
創
造
事
業
に
よ
り
、
地

域
が
地
域
を
見
守
る
活
動
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
、
お
互

い
さ
ま
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

域
住
民
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
福
祉
関

係
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
・
組
織
の
相
互
理
解
と
協
働
に
よ

る
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
福
祉
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
は
職
員
が
積
極
的
に
地
域

を
歩
く
こ
と
、
ま
た
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
を
と
る
こ
と

に
よ
っ
て
し
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
変
わ
り
ゆ
く
ニ
ー
ズ
を
見
逃

す
こ
と
な
く
、
柔
軟
な
姿
勢
と
視
点
を
新
た
に
し
、
時
代
の
要

請
に
応
え
る
た
め
に
、
仕
事
の
内
容
を
見
極
め
、
考
え
て
い
く

姿
勢
を
も
ち
、
地
域
住
民
や
あ
ら
ゆ
る
団
体
・
組
織
に
働
き
か

け
、
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
課
題
解
決
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
の
開
拓
者
と
し
て

　

住
民
誰
も
が
在
宅
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
安
定
し
た
健
全
な
事

業
所
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実
、
高
齢
者
以
外
の
一
般
福
祉

施
策
に
お
い
て
は
、
生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
に
よ

る
人
財
発
掘
を
含
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
22
年
度
事
業
計
画

　

会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
も
う
し
あ
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
佐
藤
仁
志
会
長
の
勇
退
に
よ
り
、
三
月

二
十
四
日
の
理
事
会
に
お
い
て
図
ら
ず
も
会
長
に
選

任
さ
れ
、
そ
の
責
任
と
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
善
を
尽
く

し
て
職
務
の
遂
行
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
社
協
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
行
財
政

と
も
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
に
と
り
く
み
、
安
定
し

た
社
協
の
運
営
を
も
と
に
、
よ
り
充
実
し
た
地
域
福

祉
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
等
弱
者
に
対

す
る
市
民
の
福
祉
施
策
へ
の
期
待
も
大
き
く
、
社
協

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
と
し
て
、
新
し
い
自
覚
と
決
意

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
社
協
に
対
し
て
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

中
田　

俊
三
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地
域
福
祉
事
業

○
相
談
事
業

○
地
域
ま
る
ご
と
福
祉
教
育
推
進

事
業

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業

○
障
が
い
者
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ

ン
ト
事
業

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

「
か
け
は
し
」

○
広
島
県
共
同
募
金
会
安
芸
高
田

市
支
会
事
務
事
業

○
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
安

芸
高
田
市
地
区
事
務
事
業

○
安
心
生
活
創
造
事
業

○
あ
い
あ
る
広
島
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

♪
事
業

在
宅
福
祉
事
業

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
一
般
高
齢
者
介
護
予
防
事
業

○
通
所
型
介
護
予
防
事
業

○
要
介
護
認
定
調
査
業
務

○
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業

○
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
○
生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業

○
介
護
保
険
対
象
外
福
祉
用
具
貸

与
事
業

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

○
吉
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き

の
里

○
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ

共
同
募
金
配
分
金
事
業

○
高
齢
者
福
祉
活
動
事
業

○
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業

○
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

○
住
民
全
般
福
祉
活
動
事
業

積
立
基
金
事
業

○
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
事
業

○
財
政
調
整
基
金
事
業

貸
付
事
業

○
高
額
療
養
費
・
出
産
費
貸
付
事

業
○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

介
護
保
険
事
業

○
訪
問
介
護
事
業

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

○
通
所
介
護
事
業

○
福
祉
用
具
貸
与
事
業

○
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業

障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

○
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

そ
の
他
の
事
業

重
点
事
業

１
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　

隣
近
所
の
住
民
誰
も
が
気
軽
に
い
つ
で
も
寄
り
あ
え

る
場
づ
く
り
を
通
し
て
、
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
、

地
域
で
の
孤
立
予
防
や
見
守
り
、
支
え
あ
い
活
動
へ
と

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
既
存
サ
ロ
ン
の
充
実
に

加
え
、
新
た
に
数
か
所
の
新
規
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

２�

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
を
通
し
て
市
民
へ
活
動
の
理
解
と
参
加
の
呼

び
か
け
を
行
い
、
住
民
の
関
心
を
高
め
、
ニ
ー
ズ
を
積

極
的
に
開
拓
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
る
体
制
整
備
と
地
域
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
、
推
進
を
図
り
ま
す
。

３�

、
日
常
生
活
応
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

�

（
ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
安
芸
高
田
）

　

日
常
生
活
に
お
け
る
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
」

例
え
ば
、
見
守
り
・
話
し
相
手
や
、
掃
除
な
ど
を
、
ほ

ほ
え
み
さ
ん
（
協
力
員
）
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
お

互
い
に
支
え
あ
い
、
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

４
、
介
護
保
険
事
業

　

介
護
保
険
法
の
改
正
後
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
内

容
に
対
応
し
、
利
用
者
の
意
思
を
最
大
限
尊
重
し
た
上

で
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
訪
問
介
護
事
業
・

通
所
介
護
事
業
・
福
祉
用
具
貸
与
事
業
等
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
ま
た
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
げ
て
い
く

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

退任  会長

佐藤　仁志� 〈３月 31 日付〉

� お世話になりました。

就任  副会長

行友　勉
� 〈４月１日付〉

就任  会長

中田　俊三
� 〈４月１日付〉

就任  理事〈美土里町〉

立川　隆弘
� 〈５月 28 日付〉

安芸高田市高齢者支援室へ出向
（前職　居宅介護支援事業所　管理者）

　小野 祥津紀� ４月１日付

居宅介護支援事業所　管理者
（前職　居宅介護支援事業所　介護支援専門員）

　平野　美幸� ４月１日付

人事異動について役員の交代について
退職  在宅福祉課　課付

　俵　  昌子� ３月 31 日付

2010（平成22）年７月�



平成22年度　安芸高田市社会福祉協議会

一般会計資金収支予算
前年度繰越金　50,003
会費収入（500円／戸）　3,761
寄附金収入（香典返し・見舞返し等）　8,839
市補助金収入（人件費・事業費等）　69,901
助成金収入（県社協等助成金）　1,200
受託金収入（センター管理・配食サービス等）　45,734
事業収入（各事業利用料等）　6,482
貸付事業等収入（貸付償還金）　6,000
共同募金配分金収入　4,644
負担金収入（市からの負担金）　6,476
障がい者自立支援費収入（介護給付費・利用者負担金）　17,456
補助事業等収入（受託事業・利用者負担金）　3,037
その他　772
資金移動収入　17,294
財務活動による収入（積立金取崩等）　19,488

介護保険収入
（介護報酬・
利用者負担金等）
180,190

人件費支出
235,812

予備費　48,191

財務活動による支出（積立金積立等）　8,439

施設整備等支出（事務機器購入等）　300

資金移動支出　17,294

負担金支出（研修負担金等）　53

助成金支出（各団体事業助成金）　17,828

貸付事業等支出（高額療養費・出産費用貸付等）　6,000

事業費支出（各事業活動費等）　82,470

事務費支出（印刷製本費・通信運搬費等）　24,890

合計
441,277

合計
441,277

収 入
（単位：千円）

支 出
（単位：千円）

〔評議員会　平成22年３月26日承認〕

2010（平成22）年７月 �



平成21年度　安芸高田市社会福祉協議会

一般会計資金収支決算
前年度繰越金　41,738,153
会費収入　4,690,400
寄附金収入　16,298,607
市補助金収入　71,668,250
助成金収入　1,500,000
受託金収入　36,125,947
事業収入　5,128,083
貸付事業等収入　1,180,089
共同募金配分金収入　5,589,483
負担金収入　6,109,377
障がい者自立支援費収入　19,569,797
補助事業等収入　1,938,962
その他　1,984,966
資金移動収入　26,884,724
施設整備などによる収入　460,000
財務活動による収入　32,626,442

介護保険収入
200,227,076

人件費支出
247,035,139

財務活動による支出　35,804,435

施設整備などによる支出　3,019,662

資金移動支出　26,884,724

負担金支出　86,000

助成金支出　10,175,838

貸付事業等支出　1,358,089

事業費支出　77,368,663

事務費支出　18,165,456

合計
473,720,356

合計
419,898,006

収 入
（単位：円）

支 出
（単位：円）

〔評議員会　平成22年５月28日承認〕

当期末支払資金残高473,720,356円－419,898,006円＝53,822,350円（繰越金）

2010（平成22）年７月�



そ
れ
ぞ
れ
六
百
四
十
一
万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。

議
案
第
19
号　

平
成
21
年
度
社
会
福
祉
法
人
広
島
県

共
同
募
金
会
安
芸
高
田
市
支
会
会
計
補
正
予
算

（
第
１
次
）

○
議
案
第
19
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予

算
総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
三
十
万
一
千
円

を
追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額
を
収
入
支
出

そ
れ
ぞ
れ
六
百
四
十
九
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

議
案
第
20
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
21
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
予
算

議
案
第
22
号　

平
成
22
年
度
日
本
赤
十
字
社
広
島
県

支
部
安
芸
高
田
市
地
区
会
計
予
算

○
議
案
第
22
号
に
つ
い
て
は
、
収
入
支
出
予
算
の
総

額
は
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
五
十
八
万
四
千

円
と
し
ま
し
た
。

議
案
第
23
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
広
島
県

共
同
募
金
会
安
芸
高
田
市
支
会
会
計
予
算

○
議
案
第
23
号
に
つ
い
て
は
、
収
入
支
出
予
算
の
総

額
は
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
六
百
十
八
万
六
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
12
号
か
ら
議
案
第
23
号
ま
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
・
評
議
員
会
報
告

平
成
21
年
度　

第
４
回
理
事
会

　

日
時　

平
成
22
年
３
月
24
日
（
水
）

平
成
21
年
度　

第
４
回
評
議
員
会

　

日
時　

平
成
22
年
３
月
26
日
（
金
）

◆
理
事
会
報
告
事
項

（
１
）
総
務
部
会
報
告

（
２
）
介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告　

（
３
）
広
報
委
員
会
報
告

◆
理
事
会
・
評
議
員
会
議
題

議
案
第
12
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
実
施
規
程

○
議
案
第
12
号
に
つ
い
て
は
、
事
業
変
更
に
伴
い
新

規
制
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
13
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
有
料
広
告
取
扱
規
程

○
議
案
第
13
号
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
等
に
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
る
広
告
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
新

規
制
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
14
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
14
号
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

安
芸
高
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正

に
よ
り
、
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

議
案
第
15
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
運
営
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
15
号
に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者
の
廃
止
に

よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

議
案
第
16
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
運
営
規
程
（
介

護
予
防
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
16
号
に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者
の
廃
止
に

よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

議
案
第
17
号　

平
成
21
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
補
正

予
算
（
第
４
次
）

○
議
案
第
17
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予

算
総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
百
二
万
六

千
円
を
追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額
を
収
入

支
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
七
千
四
百
五
万
八
千
円
と
し

ま
し
た
。

議
案
第
18
号　

平
成
21
年
度
日
本
赤
十
字
社
広
島
県

支
部
安
芸
高
田
市
地
区
会
計
補
正
予
算（
第
１
次
）

○
議
案
18
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予
算

総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
九
十
一
万
七
千
円

を
追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額
を
収
入
支
出

2010（平成22）年７月 �



平
成
22
年
度　

第
１
回
理
事
会

　

日
時　

平
成
22
年
５
月
26
日
（
水
）

平
成
22
年
度　

第
１
回
評
議
員
会

　

日
時　

平
成
22
年
５
月
28
日
（
金
）

◆
理
事
会
報
告
事
項

（
１
）
総
務
部
会
報
告

（
２
）
介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告

◆
理
事
会
・
評
議
員
会
議
題

報
告
第
１
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
運
営
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
１
号
に
つ
い
て
は
、
営
業
日
及
び
員
数
の

変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

報
告
第
２
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
運
営
規

程
（
介
護
予
防
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
２
号
に
つ
い
て
は
、
営
業
日
及
び
員
数
の

変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

報
告
第
３
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

○
報
告
第
３
号
に
つ
い
て
は
、
営
業
日
及
び
員
数
の

変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

報
告
第
４
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
運
営
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
４
号
に
つ
い
て
は
、
員
数
の
変
更
に
よ
り

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

報
告
第
５
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
通
所
介
護
事
業
所
運
営
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
５
号
に
つ
い
て
は
、
営
業
日
及
び
員
数
の

変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

報
告
第
６
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
通
所
介
護
事
業
所
運
営
規
程
（
介
護
予

防
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
６
号
に
つ
い
て
は
、
営
業
日
及
び
員
数
の

変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
及
び
監
事
選
任
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

○
議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は
、
選
任
区
分
の
変
更
に

よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

認
定
第
１
号　

平
成
21
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
の
認
定
に
つ
い

て
認
定
第
２
号　

平
成
21
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
３
号　

平
成
21
年
度
日
本
赤
十
字
社
広
島
県

支
部
安
芸
高
田
市
地
区
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
認
定
第
１
号　

平
成
21
年
度
社
会
福
祉
法
人
広
島
県

共
同
募
金
会
安
芸
高
田
市
支
会
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
補
正

予
算
（
第
１
次
）

○
議
案
第
２
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予

算
総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
二
百
四
十

八
万
九
千
円
を
追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額

を
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
五
千
三
百
七
十
六
万

六
千
円
と
し
ま
し
た
。

同
意
第
１
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
の
推
薦
に
つ
い
て

　

報
告
第
１
号
か
ら
報
告
第
６
号
ま
で
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
と
議
案
第
２
号
は
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
３
号
ま
で
と
認
定
第
１

号
（
共
同
募
金
会
）
は
、
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
意
第
１
号
は
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

2010（平成22）年７月�



『伝統は宝もの』本郷ふれあいサロン

「本郷ふれあいサロン」は八千代町の本郷集会所で開いています。

詳しいことは　市社協八千代支所　電話 52-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちの地域は、毎年「山の神神社祭」を行っています。この祭りの特徴としては、祭りでの

食べ物を大根、白菜等の漬物と駄菓子程度にして、肉魚類を一切使用しないことです。このしき

たりが古来より伝承されています。

　わずか16戸の山あいの集落であるが、今年も「山の神」を中心にして、地区の繁栄を願い頑張っ

ています。� （本郷ふれあいサロン世話人）

やれやれホッとしたの～

笑顔いっぱい　坂巻にこにこサロン

「坂巻にこにこサロン」は吉田町の坂巻集会所で開いています。

詳しいことは　市社協吉田支所　電話 42-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、10代の孫の世代から80代のおばあちゃん世代までが月に一度、集会所に集

い仲良く活動しています。活動の内容は生け花・手芸等さまざまで、今回は会員のお花の先生に

生け花を教わりました。おしゃべりあり、笑いありのなか、器の中に美しく納まった色とりどり

の花にみんなの笑顔がまた一花添えました。

　11月には可愛地区文化祭で自分たちが作った物を持ち寄り、一年の成果を展示しています。

� （坂巻にこにこサロン世話人）

ここはこうやってやるんだよ～

大きゅう育てよ～

じょうずだね～♪

2010（平成22）年７月 �

ふれあいサロン物語



はじめまして赤とんぼサロンです

「赤とんぼサロン」は高宮町の下福田集会所で開いています。

詳しいことは　市社協高宮支所　電話 57-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　サロンを立ち上げたのは昨年の夏で、

「みんな集まって！」、「とんぼ、とんぼ、

この指止まれ」という発想からサロン名

が決まりました。

　毎月１回集会所に集まり、お互いに変

わりはないか、自慢の漬物作りや野菜作

りなど話は尽きません。その他にも健康

料理教室、軽体操などで楽しんでいます。

　また３月には、ちゅーピーパークで新

聞作りから発送に至るまでの一環システ

ムの操業を見学し、新聞の歴史などの見

聞を広めることができました。

　お出かけサロンでリフレッシュをして

有意義な１日を過ごしました。

� （赤とんぼサロン世話人）

グ～パ～♪

グ～パ～♪

こんにちは！第４福祉区サロンです！

「第４福祉区サロン」は美土里町の中横田集会所で開いています。

詳しいことは　市社協美土里支所　電話 59-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　今年で８年目を迎えるサロンです。今回の

サロンは「グラウンドゴルフ！」と決めてい

たのに、あいにくの雨…。それでも「東光広

場には屋根があるから大丈夫！」と総勢18

名の参加者が集まりました。

　『今日は１位・２位・３位とブービー賞を

準備しております。』との世話人さんの声に、

『賞品はみな老人会がもらうで～』と皆さん

ハッスル！ハッスル！

　いつもは女性がほとんどのサロンですが、

今日は男性の元気な声も響いて一段と活気の

あるサロンになりました。初めて参加した人、

マイスティックを半年前から買ってデビュー

を待っていた人、常連さん、みんな楽しいひ

と時を終え、次回を約束して今日のサロンを

終えました。� （第４福祉区サロン世話人） 楽しかったね

はいった♪

はいった♪

2010（平成22）年７月�

ふれあいサロン物語



ふれあいで心和む　だるまサロン

新規ふれあいサロンのご紹介

「だるまサロン」は甲田町の今井谷集会所で開いています。

詳しいことは　市社協甲田支所　電話 45-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　『一人暮らしが多くなったよね～』、

『みんなどうしとってかね』という声

から、元気確認を兼ねて集まるように

なったサロンも６年目になりました。

　脳の活性化にと、指体操やガンバ

ルーンボールで体を動かしたり、屋外

でグラウンドゴルフをやり昼食を食べ

たりと、楽しく元気に過ごしています。

　今回は、地域の子どもたちと広場の

花の手入れをしました。子どもたちの

心にも花を添えることが出来ればと作

業の手も弾みました。

� （だるまサロン世話人）

笑いがあふれる楽しいサロンにしたいと思っています。よろしくお願いいたします。

ふれあいサロン観音です♪

「ふれあいサロン観音」は向原町の戸島３区集会所で開いています。

詳しいことは　市社協向原支所　電話 46-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンも立ち上げから４年

目を迎え、益々充実したサロンになっ

てきました。会員は20代から90代まで

と幅広く、現在42名で活動しています。

　この地域には名勝「滝の観音」や、

県下でも有数の「大塚古墳」といった

２つの名跡があるため、サロンでも若

者を中心に清掃活動に努めています。

　この他にも楽しい活動を考え、誰も

が気軽に集まり和気あいあいと楽しい

時間を過ごしています。

� （ふれあいサロン観音世話人）

楽しかったね

きれいに

なったね～

活動のあとで

パチリ

楽しみなお弁当

　すこやかサロン（甲田町）高田原16区集会所、中の谷球友会（八千代町）旧根野小学校グラウンド
　明神クラブ（八千代町）大歳集会所

2010（平成22）年７月 10

ふれあいサロン物語



　安芸高田市では、少子高齢化に伴う高齢社会を見据え、市民と行政の協働のまちづくりを目的
とした『市民総ヘルパー構想』のさきがけとして、「生活・介護サポーター」養成講座の受講者
を募集します。
　市が指定する講習（市社協に委託）を受講された方に、市長が認定する「生活・介護サポーター」
受講修了証を交付し、市や市社協が行う生活サポート事業の訪問員、ボランティアセンター、ほ
ほえみネット等で活動していただけるボランティアを育成し、協
働の地域福祉を進めることを目的としています。
　市民の皆さま、多数受講していただきますようお願いいたしま
す。なお、受講申し込み、詳細につきましては、市社会福祉協議
会（本所・各支所）にお問い合わせください。

【期　　間】　７月～８月（３期）、９月～ 10 月（４期）
【受講時間】　20 時間
【受講日数】　５日間

　多くの個人・団体の皆さまから、市社協窓口・

募金箱の方へご協力いただきました。皆さま

の温かいご協力ありがとうございました。

救 援 金 報 告

生活・介護サポーター養成講座

受講申込・お問い合わせ先
安芸高田市社会福祉協議会

本所・甲田支所　 45-2941　　　吉 田 支 所　 42-2941　　　八千代支所　 52-2941

美土里支所　 59-2941　　　高 宮 支 所　 57-2941　　　向 原 支 所　 46-2941

　平成 22 年３月 20 日（土）のチャリティー上映会につきま
しては、多くの皆さまのご支援ご協力、多数のご来場いただき、
誠にありがとうございました。
　実行委員会並びに関係者一同感謝しております。ここに実績
を報告させていただきお礼にかえさせていただきます。
　なお、この度の売上金の一部で、視覚に障がいのある方のた
めに音の出る信号機が、福山市、三次市に設置される予定です。
　また、安芸高田市でも、クリスタルアージョの中央図書館に、
拡大読書器を設置される予定です。

【10：30 ～】
【14：00 ～】
【18：30 ～】

来場 539 人（チケット販売 633 枚）
来場 467 人（チケット販売 587 枚）
来場 274 人（チケット販売 397 枚）

計 来場 1,280 人（チケット販売 1,617 枚）

「ふみ子の海」チャリティー上映会報告
ご協力ありがとうございました

受講者募集！

ハイチ地震
平成22年１月13 日～
� ３月 31日受付 143,423円

チリ大地震
平成22年３月１日～
� ４月 30 日受付 61,088円

中国青海省地震
平成22年４月15 日～
� ５月 31日受付 40,257円
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お問い合わせ（在宅福祉課）：代表（0826）45-2
ふくしいちばん

941　直通（0826）45-5102

安芸高田市社会福祉協議会通所介護事業所

お花見に行ってきました

　５月30日（日）、吉田町ボランティアセンターの会員37名が、郡山城ふもとの大通院谷砂防ダ

ム公園周辺の草取りや草刈り、公衆トイレの清掃活動を行い、清々しい汗を流しました。

　作業終了後は、女性ボランティアさんの手作りおむすびをいただきながら、今年度の活動につ

いて話し合いました。� （吉田支所）

きれいになったね

クリーン作戦で気持ちもスッキリ
～吉田町ボランティアセンター～

おいしそうにできたね

　４月の上旬に通所介護事業所を利用されている皆さんが、土師ダムにお花見に行かれました。

満開の桜並木を堪能され、短い時間でしたが、皆さんとても喜んでいらっしゃいました。

　通所介護事業所では、こういった行事の他に、健康体操、運動器具を使ったパワーリハビリな

どを行い、利用者さんが元気で楽しい毎日を過ごしていただけるようお手伝いをさせていただい

ています。詳しくは、下記へお問い合わせください。お待ちしています。� （在宅福祉課）

すごいキレイじゃね ハイ、ポーズ♪
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有料広告案内
有料広告募集

サイズ タテ４㎝×ヨコ６㎝

色 カラー刷り

回　数 年４回発行

金　額 16,000 円

弁護士相談（無料・予約受付先：市社協本所　総務課　☎ 45-2
ふくしいちばん

941）
※要予約  �６名まで（１人 30 分程度）予約については、先着順となります。

市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13：00～ 16：00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合がありますので、詳
しくは市社協本所総務課へお問い合わせください。

市社協甲田支所 ８月４日（水）

市社協向原支所 ９月１日（水）

※市社協吉田支所開催：開催月の１日、8：30から予約受付（変更あり）
※市社協支所開催：開催前月の 15日、8：30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10：00～ 15：00 ☎ 42-2826

市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13：00～ 15：00

日程については変更となる場合がありますの
で、詳しくは市社協各支所へお問い合わせくだ
さい。

市社協美土里支所 第 ３ 木 曜 日 9：00～ 12：00

市 社 協 高 宮 支 所 毎　 月　15　 日 9：00～ 12：00

市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13：30～ 15：30

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日 9：00～ 11：00

■在宅介護者の会（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎ 59-2
ふくしいちばん

941）

７月 23日（金）

13：00～ 16：00

介護相談・レクリエーション

美土里山村開発センター８月 25日（水） 介護者の心身の健康

９月 29日（水） 情報交換

■在宅介護者の集い（お問い合わせ先：市社協高宮支所　☎ 57-2
ふくしいちばん

941）

７月 20日（火）

13：30～ 15：30 おしゃべり、レクリエーション たかみや人権会館８月 10日（火）

９月 14日（火）

■ふれあい塾（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎ 59-2
ふくしいちばん

941）

８／ 27（金）・９／ 21（火） ９：30～ 13：00 美土里山村開発センター

ふれあい塾とは…�日常生活において、調理を必要とする状況の男性の方を対象に、食生活改善推進員の協力を得て、
自立支援・食の改善のための調理実習等を行なっています。
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皆さまの善意により、サロン活動、
ボランティア活動などが支えられています。
�平成22年２月21日～平成22年６月20日受付分（敬称略）
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